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伊東沖断層の長期評価 

 

1980 年６月 29日に発生した伊豆半島東方沖の地震（マグニチュード 6.7）（注１）の解

析結果に基づいて、伊東沖断層の諸特性を次のように評価した。 

 

 

表１ 伊東沖断層の特性 

項 目 特 性 
信頼度 

(注２) 

根 拠 

（注３） 

１．断層の位置・形態 

 (1) 構成する断層 伊東沖断層   

(2) 断層の位置・形状 断層の位置 

（北端）北緯34°58.3′東経139°10.6′ 

（南端）北緯34°51.4′東経139°12.6′ 

 

地表の断層の長さ 

不明 

 

一般走向 

約Ｎ14°Ｗ 

 

△ 

△ 

 

 

 

 

 

△ 

 

文献３ 

 

 

 

 

 

 

断層の位置か

ら計測 

(3) ずれの向きと種類 左横ずれ断層 ◎ 文献１、３、

４ 

２．断層面の地下形状 

 (1) 断層面の傾斜 ほぼ鉛直 ◎ 文献１、３、

４ 

(2) 断層面の幅 上端の深さ １km 

下端の深さ 約10km 

断層面の幅 10km程度 

△ 

△ 

△ 

文献５、６及

び地震発生層

下限深度から

推定 

平成 27 年４月 24 日 

地震調査研究推進本部 

地 震 調 査 委 員 会 

付録６－18 



2 

 

(3) 断層面の長さ 地下の断層面の長さ 

13km程度以上 

 

△ 

 

文献３、４、

５、６及び最

新活動時の地

震規模から推

定 

３．断層の過去の活動 

 (1) 平均的なずれの速

度 

不明   

(2) 過去の活動時期 最新活動 

1980年（1980年伊豆半島東方沖の地震） 

 

◎ 

 

(3) １回のずれの量 １－２ｍ程度（左横ずれ） 

 

○ 

 

 

文献６及び断

層長さに基づ

く経験式（文

献２）から推

定 

(4) 平均活動間隔 不明   

(5) 過去の活動区間 全体が１区間として活動 ○  

４．活動時の地震規模 

 (1) 活動時の地震規模 マグニチュード6.7程度 

 

△ 

 

最新活動から

推定 

５．地震後経過率 

 地震後経過率（注４） 不明    

 

注１：関東地域の長期評価は、その活動が社会的、経済的に大きな影響を与えると考えられるＭ6.8以上の

地震を主対象としている。本断層で発生した1980年伊豆半島東方沖の地震はＭ6.7であるので、本来

は評価対象ではない。しかし、同地震は実際に被害（負傷者８名、家屋被害530棟）を生じたことを

勘案して評価を行った。 

注２：信頼度は、特性欄に記載されたデ－タの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとおり。 

◎：高い、○中程度、△：低い 
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注４：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地震

発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると1.0となる。 

 

 


